
２．事業別実施状況 

【公益事業１】    

畜産経営安定のための家畜及び畜産物に係る経営安定制度 

 

１．肉用牛肥育経営安定交付金制度（農畜産業振興機構・愛媛県） 

     標準的販売価格が標準的生産費を下回った場合に、愛媛県の補助金並びに登録

生産者の積立金の基金と農畜産業振興機構の補助金により交付金を交付し、肉用

牛肥育経営の安定的発展に努めた。 

(1) 契約戸数   62 戸 

(2) 積立基金実績頭数 5,040 頭  

（内訳）肉専用種 1,979 頭、交雑種 2,354 頭、乳用種 707 頭 

    (3) 交付金交付状況   補塡額 34,429 千円 

（内訳）肉専用種 119 頭、交雑種 296 頭、乳用種 666 頭 

 (4) 交付対象期間  平成 31 年 4 月 1 日～令和 2年 3月 31 日 

 

２．肉豚経営安定交付金制度 （農畜産業振興機構、愛媛県） 

標準的販売価格が標準的生産費を下回った場合に、登録生産者の負担金と国

の補助金により差額の９割を交付。愛媛県からの登録生産者負担金への補助金

の受入れ等肉豚経営の安定的発展に努めた。 

(1) 契約戸数    55 戸 

(2) 契約頭数    321,544 頭 

(3) 交付金発動なし 

(4) 事業対象期間  平成 31 年 4 月 1 日～令和 2年 3月 31 日 

 

３．肉用子牛生産者補給金制度 （農畜産業振興機構、愛媛県） 

牛肉の輸入自由化の影響により肉用子牛価格が低落した場合、生産者補給金を

交付し育成経営及び繁殖経営の再生産を確保するとともに、肉用子牛の安定的

発展に努めた。 

(1) 肉用子牛生産者補給金制度事業（農畜産業振興機構、愛媛県） 

肉用子牛価格が保証基準価格を下回った場合に生産者補給金を交付し肉 

用子牛生産農家の経営安定に努めた。 

① 契約戸数  131 戸 

 ② 個体登録頭数 2,945 頭（１月～12 月分） 

（内訳）黒毛和種 998 頭、交雑種 1,221 頭、乳用種 723 頭 

    褐毛和種 3頭 

③ 補填発動なし 

 



 

(2) 肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業 （農畜産業振興機構） 

肉用子牛生産者補給金制度の適正な執行に資するための事務費補助金 

(3) 指定協会運営体制支援事業（農畜産業振興機構） 

肉用子牛生産者補給金制度の円滑な実施体制を確保するため、協会の運営

体制を強化するための人件費補助金  

 

【公益事業２】 

畜産の生産振興及び畜産経営体に対する経営技術の指導に関する事業 

 

１．肉用牛経営安定対策補完事業（農畜産業振興機構） 

肉用牛生産基盤の強化を図るため、中核担い手育成増頭推進や高齢化等に対処

する肉用牛ヘルパー活動を推進し、繁殖基盤の維持に努めた。 

(1) 中核的担い手育成増頭推進  参加農協等 5 団体  37 頭 

(2) 肉用牛ヘルパー推進     参加組合  1 団体 

 

２．畜産産地強化対策推進事業 

国際化の進展等に伴い、一層の生産コストの削減や畜産物の品質向上等に努め、

畜産・酪農経営の経営体質や競争力の強化を図ることが重要な課題となっている。 
県、畜産クラスター協議会など県内生産集団等との有機的な連携の下に、必要

な施設等の整備と併せて、省力化機械の導入、整備等を推進し、畜産産地の強化

を図った。 
(1) 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（中央畜産会受託事業） 

施設整備等を担う県等と緊密な連携の下に、畜産クラスター協議会構成員

が計画的に導入する省力化機械の整備等に対し助言・指導等を実施した。 
令和元年度 機械導入実績 ：5協議会、農家戸数 16 戸 

機械価格 114,888 千円（補助金額 57,444 千円） 

バルククーラー、堆肥運搬車、ホイルローダー等 
(2) 畜産経営体生産性向上緊急対策事業（中央畜産会受託事業） 

   施設整備等を担う県等と緊密な連携の下に、畜産 ICT/楽酪応援会議構成員

が労働負担軽減のために導入する省力化機械の整備等に対し助言・指導等を実

施した。    

    (3) 酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業（中央畜産会受託事業） 

施設整備等を担う県等と緊密な連携の下に、楽酪応援会議構成員が労働負担

軽減のために行う省力化機械の導入と一体的な施設整備に対し助言・指導等を

実施した。 

 
 



 
３．獣医師養成確保修学資金貸与事業（農林水産省、愛媛県） 

産業動物診療獣医師や家畜防疫員の確保が困難な状況にある中、豚熱、高病原

性鳥インフルエンザの発生等により、産業動物診療獣医師や家畜防疫員の必要性

が高まっていることから、獣医系大学生に対する修学資金貸与事業の活用による

有能な獣医師の確保や、畜産防疫衛生指導体制の安定的整備等を行った。 

令和元年度実績：修学資金貸与者 7名、貸与修学資金 10,800,000 円  

 

４．畜産担い手育成推進事業（愛媛県）                                                

県関係機関や団体等による支援指導体制を整備し、高度化する畜産経営・生産

技術に対応した支援指導を行い、畜産経営をめぐる情勢の変化に即応しうる経営

感覚に優れた生産性の高い畜産経営体の育成に努めた。 

令和元年度実績：肉用牛 5農場、養豚 2農場 

また、県内の畜産農家の収益性を高めるため、地域ぐるみで取り組む「畜産ク

ラスター」づくりに対する課題の検討、支援指導等を行い、本県畜産の生産基盤

強化に努めた。  

 

５．畜産経営管理支援事業  

自立経営を目指した畜産経営体の育成強化を促進するとともに、さらなる支援

指導の強化と多様化する情報サービス等に対応した。 

    特に、会計管理ソフトと技術分析ソフトの両方を活用して、畜産経営体及び農

協等の指導者に対し経営管理能力に応じた指導を行った。 

令和元年度実績：肉用牛 5農場、養豚 2農場、養鶏 2農場 

                                                                                      

６．畜産近代化リース貸付事業指導等事業（畜産近代化リース協会） 

協会より貸付を受けた施設の確認及び管理状況について調査・指導を行い、リ

ース事業の啓蒙普及に努めた。 

  令和元年度実績 16 戸、借入 23 基、取得価格 46,955,290 円  

 

７．畜産特別資金推進指導事業（中央畜産会） 

資金借入後の経営計画達成を図るため、畜産特別資金借受者について計画      

作成指導、計画達成指導、現地指導及び経営内容の調査、分析並びに効果の判定

を行い、借入金の効果的活用と経営の健全化に努めた。 

令和元年度畜種別借入者：酪農２戸、肉用牛２戸、養豚１戸  

 

８．愛媛県総合畜産共進会事業（愛媛県、全農愛媛県本部、県酪連、県農済組合） 

愛媛県及び関係団体と連携し、本県の家畜改良の成果を確認するため、「愛媛

県総合畜産共進会」を開催し、生産者並びに一般消費者の畜産に対する認識を深

め、畜産物の安全・安心等啓蒙普及に努めた。 



 

令和元年度は、コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、乳用種種牛の部につい

ては中止となった。 

出品実績：肉用種種牛 40 頭、肉牛 35 頭、交雑乳用種牛 11 頭 

肉豚 810 頭、乳用種種牛 0頭、鶏卵 14 戸、乳質改善 87 戸、 

ｻｲﾚｰｼﾞ 32 戸                       

  

９．肉用牛産肉能力平準化促進事業（家畜改良事業団） 
和牛精液を全面的に家畜改良事業団に依存している本県としては、優良精液の

導入を積極的に推進し、和牛の改良と選抜淘汰による世代交代を早め、適正交配

による市場性の高い牛づくりを促進するため、調整交配及び子牛の生産状況等に

ついて、委託農家及び農協と確認・資料収集等を行った。 

  調整交配頭数 23 頭(前期分 11 頭、後期分 12 頭)   

 

10．全国和牛能力共進会事業（愛媛県、全国和牛登録協会） 

和牛の経済能力と斉一性の向上を推進するとともに、育種価等を活用した改良

体制の普及と成果を目的に、日常の家畜改良事業を通じた改良成果の場として、

５年に一度開催される第 12 回全国和牛共進会鹿児島県大会が、令和 4年 10 月に

開催される。 

本県、参加出品区である種牛の部「第 2区若雌の 1」、肉牛の部「第 8区去勢   

肥育牛」について、前回の第 11 回の結果を踏まえ次回の大会に向けての取り組

み等「全共出品対策推進委員会」にて協議した。 

 

11．地域畜産支援指導等体制強化事業（地方競馬全国協会） 

畜産の担い手育成・確保・増強に向けた体制強化、地域畜産に対する理解醸成

等関連公益活動の体制強化、地域畜産の活性化推進体制の強化、畜産普及啓発の

推進体制の強化に努めた。  

 

 

【公益事業３】 

家畜の伝染性疾病の予防・衛生に関する事業 

 

１．家畜防疫互助基金支援事業（農畜産業振興機構） 

口蹄疫、豚熱等の悪性伝染病が発生した場合に備え、発生農場が経営再開まで

に必要な経費等を生産者が相互に支援するための仕組みについて、その趣旨や、

事業内容等の周知徹底及び加入促進に努めた。 

(1) 令和元年度契約農家：牛 209 戸、 養豚 51 戸 

(2) 積立金額:34,123,175 円(内訳:牛 2,251,015 円、豚 31,872,160 円) 



 

２．牛疾病検査円滑化推進対策事業（農林水産省） 

      牛海綿状脳症の浸潤状況を正確に把握し、防疫対策を検証するため農家で発生

する 96 カ月齢以上の死亡牛の適正処理と検査を円滑に進め、良好な家畜衛生及

び環境の維持を図り、本県畜産の健全な発展に努めた。 

(1) 令和元度実績：BSE 検査 50 頭 

(2) 補助金等 

 ① 死亡牛検査処理円滑化補助金(農林水産省):554,727 円 

   (内訳)輸送費補助金 179,727 円、処理費補助金:375,000 円 

② 死亡牛検査採材助務業務事業（愛媛県） 

96 カ月齢以上の死亡牛について円滑なＢＳＥ検査を実施するため、死   

亡牛の検査採材助務並びに搬入搬出及び適正な保管等を実施した。 

 

３．家畜衛生体制強化推進事業（中央畜産会・家畜衛生対策推進協議会） 

家畜伝染病予防法に基づく「家畜飼養衛生管理基準」の遵守等家畜衛生体制を

整備強化し、家畜の生産性向上を図るとともに、安全・安心な畜産物の提供に努

めた。 

（1）家畜防疫・衛生指導対策事業 

    地域自衛防疫演習 １回 

農場 HACCP 構築指導事業実施農家  １戸 

      （2）馬伝染性疾病防疫推進対策事業 

    ワクチン接種補助頭数 110 頭     

      （3）野生獣衛生体制整備推進確立対策事業 

    調査頭数：イノシシ 30 頭、シカ 20 頭 

   （4）畜産 GAP 拡大推進加速化事業 

       日本版畜産 GAP 指導員研修 3名  内部監査員研修 1名 

    （5）愛媛県消費・安全対策関係事業 

    参加戸数 20 戸 対象消毒機器等 23 基     

 

４．家畜生産農場衛生対策事業（農林水産省・中央畜産会） 

家畜の伝染性疾病の発生・流行防止対策を推進し、家畜の損耗防止を図り、本

県畜産の健全な発展に努めた。 

（1）疾病清浄化支援対策  

EBL 対策 忌避・駆除費 対象農場 2戸   

   （2）疾病流行防止支援対策 

      アカバネ病等の異常産予防のための組織的な予防接種 4,013 頭  

    

 

 



【収益事業】 

家畜の登録業務及び家畜の予防接種に関する事業  

 

１．家畜登録事業  

      本県の家畜改良増殖を促進するため、厳正な登録事業を実施するとともに適正

交配と選抜淘汰等の指導や育種価による改良指導に努めた。 

       和牛：子牛登記 1,255 頭、登録 237 頭、高等登録 7頭  

      

２．特定疾病損耗防止推進事業  

県内の畜産経営体で飼育する大家畜、中家畜の生産性を阻害する各種伝染性疾

病のうち、予防接種によりその発生・蔓延が防止できるものに対して有償にて予

防接種を行い、本県畜産の健全な発展に努めた。 

      （令和元年度実績）                 （単位：頭） 

区   分 実施頭数 区   分 実施頭数 
 
 
 
 
 
 
 
牛 

アカバネ病 77  
 
 
 
 
 
 
豚 

日本脳炎（生） 639 
イバラキ・流行熱混合 739 日本脳炎（不） 302 
牛５種伝染性疾病 2,469 日脳・パルボ混合 211 
牛６種伝染性疾病(混合) 80 日脳・パルボ・ゲタ 1,578 
牛異常産３種混合 3,137 TGE・PED 混合 2,315 
牛異常産４種混合 799   
牛６種伝染性疾病（生） 416   
牛ヘモフィルス感染症 858   
ﾏﾝﾍﾐｱ・ﾊﾟｽﾂﾚﾗ・ﾋｽﾄﾌｨﾙｽ３

種混合 
633   

下痢５種混合 120   
牛５種伝染性疾病・牛ヘモ

フィルス感染症混合 
220   

サルモネラ２価 11   
イバラキ病(生) 70   
牛流行熱(不) 70   

 

  

 

 

 

 

 



 【その他事業】 

会員が行う畜産に関する事業の強化のための研修会及び交流会並びに 

消費者に対する畜産事業の理解醸成等事業 

 

１．食肉情報等普及・啓発事業（愛媛県食肉消費対策協議会事務受託） 

(日本食肉協議会） 

愛媛県内で開催される産業祭等の４催事に出展し、消費者に対し「県内産食肉

は安心・安全」に関する情報知識をアンケートやパネル展示・携帯型ハンドブッ

ク配布により提供し、試食等を通じてその普及啓発に努めた。 

（1）四国中央紙まつり   7 月 28 日（日）四国中央市栄町ふれあい広場 

（2）西条市産業祭   11 月 10 日（日）西条市西条農業高校内 

（3）宇和島市産業まつり 11 月 10 日（日）宇和島市きさいやロード 

（4）えひめ・まつやま 11 月 16 日（土）松山市城山公園やすらぎ広場      

産業祭         17 日（日）    〃 

 

２．愛媛県馬事畜産振興推進事業（愛媛県馬事畜産振興推進協議会事務受託）        

畜産振興事業の円滑な推進、地方競馬の振興を図るため高知競馬場での協議

会及び愛媛県知事の冠レース「いしづち特別競走」の開催と研修会を実施した。 

実施日:11 月 30 日（土） 研修人数:34 名 

   また、四国馬事畜産振興協議会と連帯して高知競馬場での冠レースを、３月８

日（日）実施した。ただし、イベントはコロナウイルスの関係で中止した。 

 

３．愛媛県飼料増産・公共牧場推進事業  

（愛媛県飼料増産・公共牧場推進協議会事務受託） 

      国営草地開発事業などにより開発された公共牧場の効率的な管理運営を図る

とともに管理者相互の緊密な連携のもと、除草剤の一斉防除（2か所各 2回）の

実施、草地の管理と自給飼料の生産・利用拡大に繋げるため研修会等を開催し、

飼料増産に係る指導と調整に努めるとともに、各種セミナー等への開催案内に努

めた。  

 

    ４．めぐり愛・媛ネットワーク事業（めぐり愛・媛ネットワーク事務受託） 

      愛媛県の畜産に携わる女性が飼養畜種の垣根を越えて集い、消費者との交流や

子供たちへの食育等を通じて畜産への理解を深め、一層魅力ある畜産の実現を目

指した。 

（1）会員数:25 名、18 団体 

（2）７月９日(火)役員会・総会・講演会の開催  参加者会員 10 名 

     ３月 28 日(土)中央畜産会主催の若手後継者育成研修会に参加 

                     参加者会員 7名 



 

    ５．畜産関係団体調整機能強化事業（中央畜産会） 

    （1）畜産会等支援生産者組織整備(仲間づくり) 

県内の畜産に携わる女性ネットワークの支援や後継者の連携・組織化等の

強化に努めた。  

（2）畜産経営相談窓口整備 

生産者等からの各種相談に応じるため、役職員が研修会等に参加し、スキ

ルアップを図った。 

 

６．愛媛県養豚推進事業（愛媛県養豚協議会事務受託） 

養豚経営の活性化に関する活動等を通じて県下の養豚振興に寄与するため協

議会の事務を受託し、養豚農家組織の活性化に努めた。   

 

７．愛媛県肉用牛振興対策事業（愛媛県肉用牛振興協議会事務受託） 

肉用牛経営の活性化に関する活動等を通じて県下の肉用牛振興に寄与するた 

め、協議会の事務を受託し、肉用牛農家組織の活性化に努めた。 

 

８．凍結精液配布事業（愛媛県家畜人工授精師協会事務受託） 

県内で使用する凍結精液等の注文を取りまとめ家畜改良事業団へ発注すると 

ともに、各支部への配布を行った。 

（1） 配布本数：4,505 本 

(内訳:乳用牛 1,433 本、肉用牛 2,710 本、体外・体内受精卵 362 本) 

 

   ９. その他事業      

(1) 粗飼料確保緊急対策事業（農畜産業振興機構） 

ツマジロクサヨトウの発生により、被災した畜産経営体の営農継続のため、

自給飼料を確保する取組を支援する事業に対して補助することにより酪農・肉

用牛の生産基盤の維持に資した。 

（2）ASF 侵入防止緊急支援事業（農畜産業振興機構） 

            アフリカ豚熱（ASF）は、侵入防止のための対策として、全ての養豚農場に、

野生動物（主として野生イノシシ）侵入防止用の柵を整備し、これらの疾病が

本県に侵入した場合であっても、その農場への侵入を防止できる体制を確保す

ることにより家畜防疫体制の強化を図った。 

参加農家戸数:38 戸   補助金額 72,322,908 円      

(3) 愛媛県野生動物侵入防護柵設置事業(愛媛県・市町) 

国が実施した ASF 侵入防止緊急支援事業に加え、県は、養豚農場における野

生動物侵入防護柵の整備を図るための事業に対し補助することとし、もって侵

入防止のためのバイオセキュリティの向上及び畜産物の安定供給に資した。 

 



 

参加農家戸数:38 戸   愛媛県補助金額 28,913,000 円 

          市町補助金・負担金額 25,805,743 円 

(4) 愛媛県 CSF 等防疫強化緊急対策整備事業(愛媛県・市町) 

県内の養豚経営体が、ＣＳＦ及びＡＳＦ（以下「ＣＳＦ等」という。）のウイ

ルス侵入防止対策を実施するために必要な資材(動力噴霧器・防鳥ネット)の整

備等に要する経費を助成し、もって、ＣＳＦ等の防疫体制の強化を推進した。 

参加農場戸数:38 戸   愛媛県補助金額 28,311,000 円 

           市町補助金・負担金額 14,920,974 円                    


